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古代ガラスのはなし

コアグラス B.C.3～ B.C.| シリア出土 高さH cm 町田市立博物館蔵

ガラスが液体 を入れ るための容器 として、登場 して

くるのは、紀元前16世紀のメソポタ ミアである。 この

頃の 日本 は、縄文時代後期 に当たる。 メソポタ ミアの

ミタンニ王国、ア ッシ リア王国、バ ビロニア王国な ど

で作 られた、 ガラス器 は高 さ 7 cm～ 15cm程度の瓶や壺

な どが中心で、不透明ガラスを使 っているところに大

きな特徴がある。当時、瓶や壺な どのガラス器 は、 コ

ア技法 と言われる特殊 な技法で製作 されている。 コア

とは、ガラス器 を作 る時の核 あるいは芯の ことで、 こ

の技法で作 られたガラス器 をコア・ グラス と呼んでい

る。 コア技法は、金属棒 を芯棒 とし、 まわ りに耐火粘

土 を付 けて、瓶や壺な どの芯型 を作 り乾燥 させ る。芯

型 を熱 して、熔 けた青や褐色の不透明ガラスを巻 き付

けなが ら、芯型全体 を覆 うようにして器体 を作 る。

町田市立博物館 川 松 康 人

さらに、文様 を付 けるため、別の自、黄、橙、青 な

どの不透明 ガラスを紐状 に巻 き付 け、 よ く素地 にな じ

ませた後、当時の文様の主流である羽状文な らば先端

の尖 った道具で上下 にひっか き、波形文な らば下か ら

か き上げるようにすれば文様がで きあが る。続 いて回

像部 を整形 し把手、耳 な どを付 け、熱い灰の中に入れ

て徐々に冷や した後、金属棒 を引 き抜 き、内部の芯 を

か き出す とコア・ グラスが完成する。非生産的なコア

・ グラスは、王候貴族の特 に女性たちの香水瓶 として

使われた。 しか しコア・ グラスは、次のローマ ン・ グ

ラスの登場 により、終焉 を迎 えることになる。

ローマン・ グラスは、 ローマ帝国時代 に領内に作 られ

れたガラス器の総称である。 ローマ・ グラスは、ガラ

スエ芸史 上、物筆すべ きことがある。それは、紀元前

一世紀中頃、地中海東岸にあるシ リアで、吹 きガラス

技法が発明 された ことである。たった一本の鉄の棒か

ら、次々に作 り出 され るガラス器 は、ガラスの量生産

を可能 にした、画期的な出来事であつた。

吹 きガラスは、増渦 (る つぼ)の中で、千数百度 に

熔 けている水飴のようなガラスを、中空の鉄棒 の先端

に巻 き取 り、息 を吹 き込む と、 まるでフーセ ンガムの

ようにふ くらむ。 それを洋 ばしやへ らな どの道具 を使

って、 さまざまな器形のガラス器 を、短時間の内に仕

上 げてい く。当時の人々に とっては、 まるで魔法の よ

うに見え、大いに驚嘆 させ られた ことであろう。

吹 きガラスには、二通 りの技法がある。型 を使わな

いで作 るのを「宙吹 き」 と言い、型の中に吹 き込むの

を「型吹 き」 と呼ぶ。型 に彫刻 を施せ ば、逆 に浮彫 り

となって、 ガラス器の表面 に文様が現れ る。型吹 きは

同 じ作品 を複数作 るのに適 している技法である。吹 き

ガラスは、 ローマ帝国時代以来、今 日まで約 2千年間

にわたって、ガラス製作の中心的な技法 として、広 く

使われ続 けてきた重要な手法である。

さて、吹 きガラスの発明 によって、ガラスの価値観

が一変 して しまった。それ まで、 メソポタ ミアや、エ

ジプ トを中心 に作 られていたコア・ グラスは、一点作

るのに大変手間がかかった。 ところが吹 きガラスは、

短時間で多 くのガラス器 を作 り出す事が可能 とな り、

一大生産革命 と言 えるような大変化 をもた らした。

その結果、ガラスの値段が大暴落 し、瓶や杯が銅貨

一枚で買えるようになった と、一世紀の地理学者 ス ト

ラボンは「地理志」巻 16の中で述べている。王候貴族

の専有物か ら、庶民の 日常品へ と大 きく変身 し、黄金

に も勝 る高価 なガラスが誰 に も手 にす ることが出来 る

ようになった、記念すべ き第一歩 と言 える。
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親子体験学習会～縄文土器作り
日野市vζ、るさと博物館 秦 哲 子

日野市ふるさと博物館 は「子供たちに夢 を /」 とい

う願いの もとに平成元年11月 に開館 し、現在 まで 3回

の企画展 を行 っている。体験学習については今 まで企

画展 に伴 うもの しか行 つて こなか ったが、平成 4年 9

月か らの学校週体 2日 制導入 に伴 い、1上からのお達 し」

であるが我 ら博物館 に とつては絶好の機会 ととらえて

取組んだ。 さて、今回は平成 4年11月 ～平成 5年 2月

にかけて行われた縄文土器作 りについて報告す る。

講師の北野義昭先生 は、作 つた土器が野焼 きの際に

1つ で も割れないよう日々苦心 してお られ、様々な試

みをされてきた。その結果、テラコッタ粘土 にぬれた

砂 と砂糖 を混ぜた粘土 を使 うと土器が作 りやす く壊れ

に くい ということを発見された。

製作 は 2回かけて行われたが、参加者の小学生たち

はこち らが驚 くような数々の作品を作 り出 した。子供

といっしょに参カロした親たちが「縄文土器 らしく」 ま

たは花瓶の ように従来の形 に とらわれて作 っているの

に対 し、子供たちの作品はものす ごい。朝鮮半島の焼

物 な ど見た こともないであろう小学校 6年生の女の子

が作 った作品は、正 に朝鮮陶磁 その もので、 また小学

校 3年生の女の子 は感性大爆発の作品 を作 り上 げ (写

真右 )、 あん ま り素晴 らしいので野焼 きの際割 れない

ように…… と我 々スタッフー同心か ら願 った。

lヶ 月以 上乾 か してついに野焼 きである。 しか し天

候 に泣か されて 2週間 も延びて しまったため我々がや

きもきしていたのに対 し、北野先生 は実に雄大で、「乾

せば乾 すほ ど野焼 きに強い良 い作品が出来 ます よ。」と

言われたことには心か ら感服 した。

野焼 きは、鉄板の 上で薪 を燃や し、その両脇 に土器

を並べて少 しずつ回 しなが ら作品全体 に火が回 るよう

に焼いてい く。子供 たち も最初 は火をこわが っていた

が序々に慣 れて きて、 自分の作品は自分で回す ように

なっていった。 (写真下 )

火勢が強 まって700度位 にな った時、作品 を火中 に

置 き、薪 を増や して勢い良 く燃や し、火が弱 まって き

た ら作品の裏側 まで火がい くように し、再び勢い良 く

燃や して完成である。

土器が冷 えるのを待つ間、アル ミホイルで くるんだ

おいもを頼 ばった り、 こちらの用意 した豚汁やお じる

こを食べて温 まった。

1つ だけヒビが入 った ものがあ り、若干土器の飾 り

が落 ちた もの もあったが、

ほぼ成功 とみて よ く、み
i

な喜んで持 ち帰 った。

ただ主催者側 としては、

今回は縄文土器 を作 る、 と

い うことに主眼 をおいて し

まったため、実際土器で煮

炊 きした りす る縄文生活体

験 はす ることが出来 なか っ

た二。

この ような反省材料 を基

に、来年度 も家族 を対象 と

した体験学習会や成人向け

講座 を企画 し、老若 を問わ

ず馴 じんで もらえるような

「ふ るさと」博物館 を創造

してい くのが我々職員一同

の願いである。
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平成 4年度の活動報告と平成 5年度の活動計画

■調布市郷土博物館

平成 4年度の企画展・特別展 は、木彫工芸作家市川

鏡瑛の作品展 (3/14-4/19)、 くらしと鉱物 とのかかわ

り0こ ついて紹介する「 くらしと鉱石鉱物」(7/19-9/6)、

クラシック自転車 を中心 に展示 し自転車の歴史 と文化

を紹介す る「じてん じゃ百貨展」(11/7～ 11/22)を 実施

した。3つ の地域福祉 センター を巡 回す る美術作品展

は、「関野準一郎版画展」(6月 )「鈴木亜夫油彩画展」(10

月)を、 4つの公民館 を巡回する移動展 は、「調布 の名

木・古木写真展」(10,12月 )を 、また移動展「昭和の戦

争展」(8月 )を実施 した。そのほか、多摩川探訪、歴史

散歩、美術散歩、縄文土器作 り・ 草木染 。しめ縄作 り・

(~阜
扇唇輩豊 3顧喜貪 急「 旱禽追跡か ら出土 した縄文

土器 を紹介す る「縄文土器 ―それぞれの顔」(3/23～5/

23)、「実篤記念館展 (仮称 )」 (6～ 7月 )、 日本の夏の風物

を紹介する「夏の想い出 (仮称 )」 (7～8月 )、「佐俣 コレク

シ ョン展 (仮称 )」 を予定 している。また、巡回美術作品

展 を春 と秋 に、移動展 を 8月 と秋 に予定 している。古

文書入門講座のほか前年度並みの教育普及活動 を実施

する。

平成 4年 7月 、かって水車小屋のあった深大寺元町

5丁 目に深大寺水車館が開館 した。湧水だけで回 る胸

掛 け式の水車 と掲 き臼 3基・ 挽 き臼 1基を備 えた水車

小屋があ り、市民が米つきや粉挽 き(そ ば・ 麦)に利用

している。併設 された展示回廊では、水車や台地の農

業 に関する資料 を展示 している。

■東京都高尾 自然科学博物館 (平成 4年度 )

自然観察会 (日 曜 日)ス ミレを見に行 こう  4/12
初夏の雑木林

クモのいろいろ

川原の自然

5/24
7/19
10//25

自然講座 (日 曜 日) スゲの仲間

キノコの話

6//21
8/23

けもの (ク マ)の話    9/20

(D         塁轟名言種各
う
    サダ〔:

自然観察会 (平  日)ス ミレを見に行 こう  4/15
初夏の高尾の森     5/27
ネズ ミを探 そう    7/30
鳥の空巣 を探 そう   1/20
早春の高尾の自然    3/24

お もしろ自然講座   クマの話 9ノ//12

(土曜 日)夜 の高尾の森と母 サビ  12/24

体験学習会 はたおり教室③   7/10,16,17,24
〃   ④   l1/13,19～ 21,22

〃  ⑤   l1/15,22
〃     ()      2///5,9,10,12,19

子供はたおり教室① 7/29～31

〃   ② 8/5～ 7

1日 はたおり教室① 10/9,17,22,30
〃       (D  1//22, 26, 30

はたおり体験①   4/2, 3
〃     ②      6//26, 27
〃    ③      12//4
〃    ④      1//22, 26, 30
〃  ⑤   2/23
〃     ()      3/30

手打 ちうどうf乍 り    7//79 8//26,
11/12

もちつ き      12/12
昔のお もちゃ作 り  8/1
むぎわ ら細工     8/8
伝承遊び      8/18～ 20

在ヨもち′卜り         5//8
音のおやつ作 り   6/23
ゆで まん じゅう作 り 8/16
月見だん ご作 り   9/12
十三夜のだん ご作 り 10/8
まゆだ ま作 り    1/9

■清瀬市郷土博物館

歴史展示室テーマ展示「戦乱の終焉か ら幕政下の村

々―清瀬の中世末・_近世 ―」 (H4.11～H5.11)中世末

の村の成立、近世 の法 と税、信仰の旅、飢饉 な どの観

点か ら村の様子 を古文書や出土遺物、模型 な どで紹介。

民俗展示室テーマ展示「子 ども歳時記」 (H5.2～ H
6.1)清瀬の風土 と子 どもたちが育んだ地域性豊かな遊

びの数々を、季節 ごとに展示。展示に即 した講座 も行 う。

ギャラリー展示 特別展「妹尾正彦の詩情」 (H4.4.

25～5.10)フ ォーヴィスムの特徴 を色濃 くあらわす妹尾

氏の初期か ら晩年の作品 を展示。企画展「清瀬美術家

展」 (H4.11,7～ 23)市内在住の作家の絵画・ 彫刻 を紹

介す る。博物館年中行事 茶つみ・茶 もみ、麦棒打 ち、

あぼひぼ、 まゆ玉飾 り、節分な ど昔 なが らの行事 を再

現する。先人の知恵に学 .ぶ 食編では伝統料理、梅干

し、味噌作 り、衣住編 では機織 り、染め もの、和裁、

折 り紙、 しめ縄、藁草履、宿泊体験学習の市民参加型

の各講座 を設 ける。 自然観察会 市内生息する野鳥や

野草 を観察。 さらに立科高原、石神井公園な どへ足 を

のばして実施 した。

■羽村市郷土博物館

●平成 4年度活動報告

特別展 「羽村の教育  100年のあゆみ」

収蔵品の教科書 を中心 にして教育 の歴史 をた どるこ

とができるよう 0こ した  10月 10日 ～12月 13日

企画展「羽村で見 られる野鳥」 4月 1日 ～ 4月 8日

スギ花粉の話

東京の大気汚染

1//′ 24

3/14
植物調査会 平成 4年 7月 より月 1回 3年計画

■立川市歴史民俗資料館 (平成 4年度の事業)

特別展 「立川の遺跡展」    8/1～ 9/6
〃  「裂織 り作品展」    3/27～ (5/9)

体験学習会 はたおり教室①   4/10,17,24
〃    ②     5/15, 22, 29
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2.牛寺男1月甦テス (9/13^-12/13)
「武蔵村山の村絵図」の展示

市内に残 る江戸時代の村絵図を紹介 し、当時の村

の景観 を概観 した。

■青梅市郷土博物館

特別展 柚の保の生業 一青梅林業の歴史―

7/25-12/27  2階展示室

四方 を緑豊かな山々に囲 まれた青梅 は、古 くか らそ

れ らの山林資源 を利用 した林業が盛んであ りました。

特 に江戸時代 においては、成木石灰、青梅織物 とな

らぶ三大地場産業の一つであ り、青梅の経済基盤 を支

えてい ました。
この伝統ある青梅林業の歴史を、地元関係者の協力

を得て、斧・ 鋸・ 皮むきな ど林業関係資料 を約70点 を

(1二 喜喜詠生膿出土品重要文化財指定記念速報展

「青梅市出土の土器優品展」

12/20^ゥ 2/28  1階 層こ月RΞ置

市内寺改戸遺跡か ら出土 した注口土器 と小形深鉢形

土器が、国の重要文化財に指定 されたのを言己念 し、い

ち早 く市民の方々に広 く公開するために、速報展 とし

て企画 しました。

また、 この機会 に市内各地 に点在する遺跡か ら出土

し、当館で収蔵 している土器 をあわせて展示 しました。

■五 日市町立五 日市町郷土館

平成 4年度実施の事業か ら

企画展「多摩川・ 秋りll水系の滝」 (8/13～9/28)

多摩川 。秋川の支流や沢 をすべて踏破 した小沢洋三

氏の滝の写真 とエ ッセイをもとに、奥多摩の滝 。沢・

谷の様相 を紹介。一服の涼 をそえて。

「五 日市の歴史散歩」 (5/17)

今回は五 日市地区に残 る神社・ 仏閣・ 史跡 な どを巡

った。解説 と見学 によって身近な文化財を発見 し、理

解 を深めた。

CI晃勇鷹嘉事ξgL」茅』陳魔τTri撃讐7f′
5』

讐
標 に、各回 ごとに植物・鳥 。動物・ 昆虫 。化石な どの

テーマ を決めて、観察 を中心に活動 した。

「夏休み工作教室」 (8/20・ 21)
｀
鳥の巣 を作 ろう

″
をテーマに、いろいろな鳥の巣 を

観察 してか ら野山へ巣材 を集 めに行 き、製作 した。

「 とて も鳥のようには作れない」 と、鳥の素晴 らしさ

を再認識す る参加者が多か った。

「璽[クト′,化7ヨ多欠ヨ置」  (8/28029)
古生代・ 新生代の化石採集 と地質 0岩石の観察、標

本作 りを行い、夏休み中の郷土学習 を援助 した。

「」ヒ暑詈イト|り 孝女菫邑」  (9/12・ 13・ 10/18・ 11/1)

縄文土器 を観察 して製作 し、野焼 きを行 うとともに、

火お こし・石器作 りを体験。 さらに作 った土器で調理

をし、原始 。古代の食生活や技術について追体験 した。

「自然探検 クラブ 体験隊」

(9/6。 10/11・ 11/14・ 12/12・ 1/31・ 2/13・ 3/14)
｀
自然の中で遊べ る子

″
を目標 に、洞窟探検 0暗闇体

験 。ロープワーク 。ゃぶ こぎ体験・ ネイチャーゲーム・

小屋作 り・ 野外料理な ど、様々な活動 を実施。回を重

ね るごとに自分な りの楽 しみ方 を実践す るようになっ

ていった。

「五 日市町史料第八号 網代家文書 目録」刊行

近世 を通 じて網代村の名主家であった網代家 に残 る

文書、総数1359点 の目録。近世文書が大半 を占めるカミ

後北条氏関係文書 2通 (東京都指定文化財 )も含 まれ る。

平成 5年度事業について

平成 4年度 に収蔵庫等の増築工事が終了 したため、

今年度 は資料の移動 を行 うとともに、収蔵品の再整理

と、未整理の収集資料 を整理することに、全館 あげて

取 り組む予定です。そのため、企画展・講座 ともに実

施の予定 はあ りません。

■東京農工大学工学部附属繊維博物館

(1)催 し物

1.ま ゆだま祭 (1/14ω 約30名参加 繭団子 をつ くる)

2.どんど焼 (1/170約 50名参集 館庭で大焚火をする)

3.サータレ終了式 (2/280約 180名参加 講堂にて式典)

4.た なばた祭 (7/7前後 約100名 参加

願いごと短冊 を吊る)

(2)展示会

「大正期の和服 ミニチュア展」 ('9112/15～ 2/10)

「郵便 にみる明治の農工業」 (2/12～3/14)

「第 11回サークル作品展」 (2/18～2/24)

「サークル寄贈品展」 (3/1～5/6)

「写真展 。本学キャンパス風景」 (3/20～ 5/8)

「イじ/ド 染織品展」 (5/11-6/30)

「特別展 。テキスタイル技術展」 (5/20～5/24)

「絵 |ま が き 。日召不日初期の温泉地」 (5/20～6/30)

「ウ ィー ビングデザイン展」 (7/11-10/17)
「組ひ もクラフ ト展」 (7/11～9/11)

「 Eヨ 冽κヨニ畜我彬発弔艶西』厚尋」 (9/19^ウ 10/24)

「特別展・科学技術展および絹まつ%(11/12～ 11/15)

「絹の伝統工芸展」 (11/12～ 11/15)

「″質ヨヨ湾「 運士未含屋足」 (11/25^゛ '93 1′ ]ラ )ヽ

「ニューホーム社のミシン&ポ スター展」

(12/1-'931月 末 )

(3)講習会

1.「北国の樹皮文化」(2/20● 紬瑠かご会主催講演会)

2.「泣 きべそ」 (4/151■l和紙絵研究会指導 )

3.「 バラとコスモス」 (4/240手編の会指導 )

4.「 ネックレス」(6/24的 組ひも研究会指導 )

5。「正月飾 り」 (9/8ω ひも結び研究会指導 )

6.「 四方耳ショール」 (9/22ω 織物研究会指導 )

7.「絞 リスカーフ」 (10/20藍染研究会指導 )

8.「 クリスマスカー ド」 (10/5帽)レ ース研究会指導 )

9。「手紡ぎ体験講習会」(10/15内 手紡 ぎ研究会指導 )

10.「正月飾 り」 (11/270わ ら工芸会指導 )

11.「舟形つるかご」 (11/30(月 )紬瑠かご会指導 )

■奥多摩郷土資料館

収蔵品展 (2階 )

4年 4月 ～ 5年 3月  小河内の山本寸生活用具 (国指

定)を 中心に展示。

5年 1月 13日 ～31日  正月飾 りの問棒ヽまゆ玉飾 り。

小河内の郷土芸能 (1階 )

4年 4月 ～ 5年 3月  水没 した小河内地域に伝承 さ
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続 いて年度途 中の11月 1日 か ら11月 3日 までの 3日

間は、「むか しの地図展」をテーマ として、町の総合文

化祭 に参加 しての特別展 を開催 した。町 に残 る古絵図

や古地図、新 しい もので もとりあげ、明治期、 さらに

は大正か ら昭和初期 に発行 された大東京地図(東亜太

平洋地図や世界地図 と、新旧 こもごも展示 した。

古 いものでは復刻版ではあるが、1589年 の世界地図、

これは町民の寄贈品 と、1626年の世界地図が観客の目

をひいた。古絵図の中では元禄 2年の株場論争絵図が

最 も古 く、その後のい くつかの村絵図を展示 した。

変わ った ものは、絵壺 と絵皿で、 2つ とも同種の日

本地図が描かれ、諸国が古い国名で表わされ、朝鮮、

小人国、琉球 な どの国名 も読 めた。両者天保年製 と銘

がある。

地図、地形図等の製作にあた っては、各種 の器具 を
~用 した と思われ るが、町内高根地区か らは 1点、江

期すでに作成 された とみ られ る測量器械が出品 され

スニ。

平成 5年度 は 4月 より「ふ るさとのむか し」 をテー

マに展示 をす る予定 をたて計画中である。

■福生市郷土資料館

平成 4年度特別企画展 「長沢遺跡 と勝坂式土器展～

長沢遺跡第八次調査出土遺物 を中心 に」。

福生市では平成 3年度 に長沢遺跡第八次調査 を実施

しましたが、 この調査では面積 に比 して多量の勝坂式

土器が出土 したため、 これ らの土器 を中心 にして展示

を行い ました。主な展示資料 は、長沢遺跡第八次調査

で出土 した深鉢、浅鉢、器台、有孔鍔付土器、土偶、

石製装身具等の他、長沢遺跡第一次～七次出土の土器

や石器、そして長沢遺跡 と同 じく勝坂期の遺跡である

国立市南養寺遺跡、昭島市西 L遺跡、立川市向郷遺跡、

大和田南遺跡、秋川市二宮遺跡、羽村市精進バケ遺跡

出土土器です。

勝坂式土器は大胆で迫力に富んだ造形美 をもち、他

の土器形式の追随 を許 さない原始美術の頂点 とまでい

われてい ますが、 この評価 の一因 をなす と思われ るも

の一つに人面や獣面、蛇体 な どの手装飾があ りま丸

当展示ではこれ らの上器装飾 に着 目し、近隣遺跡か ら

の借用資料 においてはこれ らの装飾が施 された土器 を

中心 に収集 を行い ました。

これ らの勝坂式上器 により縄文時代中期 に生 きた人

々の芸術 に触れ、現代人が失 った豊 な精神世界の存在

を実感 して もらうことをね らい としました。

□開催期間 平成 5年 2月 2日 ～平成 5年 3月 30日

□刊行物 展示図録「長沢遺跡 と勝坂式上器展」

1000部干U行  頒布価格 500円
●平成 5年度の活動計画

・ 企画展「森田製糸 と和服 (仮題 )」 期間 平成

期間 平成 6年 2月 ～ 3月

明治・大正・ 昭和期 に市内で製糸業 を経営 した熊

川村森田家 よ り寄贈 された同時期の和服 を展示 し

ます。

・特別展 「17・ 18世紀の石造物 (仮題 )」

期間 平成 5年10月 ～12月

市文化財総合調査の一環で実施 した石造遺物 (墓

石)調査の成果 (拓本)を展示 します。慶安期 よ

り宝暦期 に至 る間 に造立 された浮彫有像墓石で丸

●文化財総合調査の実施

・「社寺美術品調査」3ヵ 年計画で実施予定の初年度
。「民具調査」耕作用農具 を中心 とした農具

●文化財総合調査報告書の刊行

第27集「石造遺物 Ⅱ―墓石 一」

■東村山市立郷土館

平成 4年度の活動 は、市民の皆 さんか らの申 し出に

よる資料収集 とともに、館独 自では文化財調査員によ

る収蔵古文書の解読 を続 けて きました。 また、市民の

皆 さんを対象 とした活動 は従来 どお り北山公園民家園

を活用 しての「年中行事」等の再現 を主軸 にしてい ま

すが、今年度 はさらに「参加型」の拡大 を工夫 しまし

た。 また学校 5日 制移行 に ともない、各施設 に対 して

「第 2土曜 日」の活用が求 められましたが、民家園では

12月 の「 しめ縄作 り」 と 1月 の「 まゆ玉飾 り」 をこれ

にあて ました。両行事 とも、小学生や親子連れの参加

でにぎわい、「じめ縄作 り」ではじめ縄 を、「まゆ玉作

り」ではダンゴを 5個 ほ どつけたカシのガヽ枝 を参加者

に持ち帰 っていただ きましたが大変好評で した。

各行事の反省の中で も、参加型事業 を行 う際の「持

ち帰 り型」のあ り方について論議 された ところです。

■町田市立博物館

平成 4年度 は、空調、電気、衛生設備の改修工事の

ため10月 9日 まで休館 した。

「東洋陶磁 ―山田義雄 コレクションー」 (10/10～ 11/29)

この度当館 に寄贈された山田義雄氏収集による中国。

日本・朝鮮 などの東洋陶磁 600点余の内、521点を展示。

中心は中国陶磁器で、彩陶か ら清朝陶磁 まで。

「日光山輪王寺の仮面」 (12/8～ 1/17)

栃木県日光市の輪王寺 に伝来する舞楽面 。行道面・

神事面 。能面 な ど重要文化財を含む120点 を展示。

「日本チェコ親善 ガラス展」 (1/26～ 3/7)

日本 とチェコを代表する現代 ガラス作家42人 が制作

した作品85点を展示。 プラハ他 との交換巡回展。

「昇斎一景 ―明治初期東京 を描 く―」 (3/16～4/11)

明治初期の戯画・風俗版画家昇斎一景の初の展覧会。

当時の滑稽味のある風俗画 な ど252図 を展示。




